
バイタルリンク運用好事例紹介（その４） 

●救急搬送時の情報連携（救急医閲覧機能）

各施設において、利用者さんが急な状態変化が起きた際に救急外来へかかる為、救急車による

搬送を行うことがあります。その際、施設スタッフの方が救急車への同乗を求められることが見

受けられます。この間も松戸市在宅医療・介護連携支援センター主催の研修会においても、事前

の情報提供があれば必ずしも同乗を必要としない状況もあるとの意見もございます。 

現在松戸市医療・介護連携地域ＩＣＴシステム（以降バイタルリンク）にてシステムを用いて、

救急担当医がバイタルリンク上から情報を得られる仕組みを準備しています。 

施設側にて予め利用者さんの情報（主病名、既往歴等）や、施設入所時の本人・ご家族の治療に

対するご意向の情報などを入力しておけば、救急医がその情報を見ることができるのです。 
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救急担当医側では、救急患者検索欄が表示され、登録患者の情報を検索して閲覧することができ

ます。検索結果より該当患者を選択してご本人の同意有無の確認を行った後に連絡帳や患者情

報の画面を閲覧できます。 

救急担当医が閲覧した際には、どの救急医が閲覧し同意の状況などが連絡帳に自動的に登録・記

録されます。 

通常アカウントと同じ患者一覧 

救急医権限があるアカウントのみに表示される患者検索欄 

検索結果に表示された救急患者 

を選ぶと同意状態の確認メッセージ

が表示されます。 

自動で同意状態が連絡帳に 

登録されます。 
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